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４
年
間
を
託
す
22
人
決
ま
る

任期満了（４月30日）に伴う市議会議員選

挙は、４月11日告示、４月18日に市内35カ

所の投票所で投票が行われました。投票率は、

前回を2.96％下回る57.25％でした。即日開

票の結果、22人の新議員が誕生しました。

得票数 候補者（敬称略）

当 5,423 大石 　保幸

当 4,151 西原 　明美

当 4,014 臼井 　郁夫

当 3,129 薮﨑 　幸裕

当 3,108 大石 　信生

当 2,864 池田 　　博

当 2,825 岡村 　好男

当 2,801 百瀬 　　潔

当 2,729 水野 　　明

当 2,670 天野 　正孝

当 2,535 槇原 　正昭

当 2,533 志村 　富子

当 2,499 舘　 　正義

当 2,402 向島 　春江

当 2,320 石井 　通春

当 2,281 池谷 　　潔

当 2,234 植田 　裕明

当 2,062 遠藤 　　孝

当 2,026 萩原 　麻夫

当 2,010 小林 　和彦

当 1,991 杉山 　猛志

当 1,883 渡辺 　恭男

 1,802 小柳津 治男

 1,034 入野 　一博

 1,021 秋山 　末子

 857 増田 猪佐男

区 投票所 有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

１ 高洲中学校屋内運動場 3,351 1,913 57.09
２ 生涯学習センター 3,697 2,029 54.88
３ 市役所１階ロビー 4,052 2,266 55.92
４ 藤枝小学校屋内運動場 4,046 2,143 52.97
５ 市立西益津公民館 4,141 2,388 57.67
６ 市立葉梨公民館 5,399 2,937 54.40
７ 葉梨西北小学校屋内運動場 1,773 1,151 64.92
８ 市立稲葉公民館 2,660 1,567 58.91
９ 市武道館 2,137 1,093 51.15
10 青島第１自治会館 2,424 1,071 44.18
11 瀬戸公民館 4,211 2,394 56.85
12 市立青島北公民館 5,217 3,233 61.97
13 大洲中学校屋内運動場 3,805 2,282 59.97
14 藤の瀬会館 1,926 1,393 72.33
15 高根幼稚園 399 328 82.21
16 市立広幡公民館 4,418 2,784 63.01
17 藤岡会館 3,315 1,787 53.91
18 高洲南小学校屋内運動場 3,774 2,237 59.27
19 青木公会堂 3,903 2,038 52.22
20 市立青島南公民館 3,562 2,030 56.99
21 茶屋河原会館 4,387 2,131 48.58
22 市立大洲公民館 3,761 2,334 62.06
23 原会館 3,669 2,017 54.97
24 静清高校 2,373 1,503 63.34
25 青島北小学校屋内運動場 3,859 2,151 55.74
26 平島上公会堂 2,454 1,359 55.38
27 藤枝東幼稚園 3,516 1,913 54.41
28 青島小学校屋内運動場 3,062 1,716 56.04
29 高洲第４自治会館 2,948 1,487 50.44
30 市立高洲公民館 4,046 2,377 58.75
31 志太教育会館 3,017 1,522 50.45
32 岡部支所 3,673 2,389 65.04
33 市民ホールおかべ 2,160 1,482 68.61
34 朝比奈第一小学校体育館 1,868 1,310 70.13
35 三輪公民館 2,424 1,332 54.95

合計 115,427 66,087 57.25
※同姓・同名による案分票の小数
点以下は切り捨てしました。

　

子
育
て
し
や
す
い
藤
枝
市
の
た

め
に
、
認
可
保
育
園
と
学
童
ク
ラ

ブ
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。
市
民

の
命
を
守
る
市
立
総
合
病
院
を
公

立
病
院
と
し
て
存
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
暮

ら
し
・
福
祉
の
切
り
捨
て
を
決
し

て
許
さ
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
こ
そ

が
主
人
公
で
あ
る
、
こ
の
思
い
を

常
に
忘
れ
ず
、
頑
張
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
む
中
、
藤
枝
市

の
方
向
性
を
示
す
第
５
次
総
合
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
企
業
立

地
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
市
街
化
調
整
区
域

の
土
地
利
用
を
ど
う
図
る
か
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
雇
用
、
財
源
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

借
金
の
支
払
い
利
息
の
軽
減
策

な
ど
、
徹
底
し
た
無
駄
を
省
く
行

財
政
改
革
へ
の
提
言
。
危
険
な
通

学
路
や
救
急
車
も
通
れ
な
い
道
路

の
改
善
へ
の
取
り
組
み
。
農
商
工

が
連
携
し
た
商
店
街
の
活
性
化
。

文
化
・
芸
術
・
芸
能
街
道
ま
つ
り

へ
の
支
援
策
や
介
護
施
設
・
保
育

所
・
授
産
所
・
老
後
の
生
き
が
い

広
場
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
期
目
で
積
み
上
げ
た
経
験
を

も
と
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
つ
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
雇

用
促
進
施
策
、
介
護
・
子
育
て
支 

援
事
業
、
病
院
経
営
改
善
支
援
な
ど

の
５
つ
の
選
挙
公
約
の
実
現
に
全

力
を
尽
く
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
市
民
に
よ
る
市
民
の

た
め
の
市
政
実
現
に
向
け
「
市
民 

生
活
が
一
番
」
を
目
指
し
ま
す
。

天あ
ま

野の　

正ま
さ

孝た
か

（
時
ヶ
谷
）

無
所
属
②

石い
し

井い　

通み
ち

春は
る

（
高
洲
）

日
本
共
産
党
①

　

恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
た
豊

か
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
目
線
で
行

動
す
る
議
員
と
し
て
「
誠
心
誠

意
」
全
力
で
市
政
に
取
り
組
み
ま

す
。
格
差
の
な
い
社
会
づ
く
り
と

平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

の
構
築
に
向
け
、「
情
熱
と
行
動
」

を
も
っ
て
誠
実
に
実
行
を
目
指
し
、

努
力
い
た
し
ま
す
。

池い
け

谷が
や　
　

潔き
よ
し

（
北
方
）

無
所
属
④

臼う
す

井い　

郁い
く

夫お

（
大
洲
二
）

無
所
属
③

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

を
基
本
に
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
藤
枝
市
が
「
さ
わ
や

か
〝
あ
い
さ
つ
〞
日
本
一
の
ま
ち
」

に
な
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
立
総
合
病
院
問
題
を
中
心

に
医
療
・
福
祉
の
充
実
や
、
総
事

業
の
見
直
し
に
よ
る
財
政
健
全
化
、

「
青
少
年
健
全
育
成
」
に
も
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

池い
け

田だ　
　

博ひ
ろ
し

（
高
柳
三
）

無
所
属
④

　

ふ
じ
え
だ
発
信
。
本
市
の
潜
在

す
る
観
光
資
源
を
生
か
し
、
全
国

へ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
観
光
政
策

を
進
め
る
よ
う
提
案
し
ま
す
。
歳

出
を
抑
え
、
市
民
の
英
知
を
集
め

歳
入
を
増
や
す
、
財
政
に
お
け
る

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
の
推
進
。

医
療
と
社
会
保
障
制
度
を
守
る
上

か
ら
、
健
康
推
進
と
予
防
医
療
を

進
め
る
べ
く
努
め
ま
す
。

植う
え

田だ　

裕ひ
ろ

明あ
き

（
志
太
三
）

無
所
属
③

遠え
ん

藤ど
う　

　

孝た
か
し

（
南
新
屋
）

無
所
属
②

新
議
員

抱
負
を語

る

氏
名
（
敬
称
略
）、
住
所
、
所
属
、
当
選
回
数

４月20日、市役所で行われた当選証書付与式

JR藤枝駅

〈
五
十
音
順
〉
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「
藤
枝
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
推

進
・
行
動
す
る
の
が
私
の
活
動
の

原
点
で
す
。
課
題
が
山
積
す
る
中
、

介
護
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
福
祉
、

通
学
路
や
生
活
排
水
対
策
な
ど
の

基
盤
整
備
、
産
業
の
振
興
、
勤
労

者
や
障
害
者
の
雇
用
の
確
保
な
ど

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
主
役
の
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
大
切
に
、
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
と
ご
期
待

に
応
え
る
議
会
の
活
性
化
と
改
革

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域

主
権
へ
の
対
応
と
安
全
・
安
心
の

た
め
の
広
域
連
携
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

命
を
守
る
防
災
対
策
、
環
境
整

備
と
し
て
の
治
山
治
水
対
策
、
広

域
消
防
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
耕

作
放
棄
地
対
策
や
新
規
就
農
支
援
、

魅
力
あ
る
農
業
へ
の
道
を
探
る
た

め
、
薬
用
農
産
物
ミ
シ
マ
サ
イ
コ

の
安
定
生
産
や
農
業
の
法
人
化
を

推
進
し
ま
す
。
市
民
が
安
心
し
て

介
護
が
で
き
る
福
祉
社
会
や
心
豊

か
な
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

杉す
ぎ

山や
ま　

猛た
け

志し

（
花
倉
）

無
所
属
②

岡お
か

村む
ら　

好よ
し

男お

（
高
柳
）

無
所
属
②

　

一
千
億
円
の
借
金（
利
息
だ
け

で
24
億
円
）を
、健
全
財
政
に
。
市 

立
総
合
病
院
を
榛
原
病
院
の
よ
う

に
民
営
化
し
な
い
で
守
っ
て
い
く

課
題
に
、
皆
さ
ん
と
取
り
組
み
ま

す
。「
い
ら
な
い
議
員
が
多
す
ぎ

る
」
と
思
わ
れ
て
い
る
議
会
改
革

は
急
務
。
岡
部
の
良
さ
（
予
防
医

療
、
学
校
給
食
）
を
藤
枝
市
に
生

か
す
こ
と
に
も
力
を
尽
く
し
ま
す
。

大お
お

石い
し　

信の
ぶ

生お

（
岡
部
町
内
谷
）

日
本
共
産
党
②

　

行
財
政
改
革
を
進
め
、
財
政
基

盤
の
安
定
し
た
藤
枝
市
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
人
口

減
少
時
代
を
迎
え
て
の
少
子
化
対

策
、
介
護
医
療
、
青
少
年
健
全
育

成
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
に
し
っ
か

り
耳
を
傾
け
、
心
の
通
っ
た
思
い

や
り
の
あ
る
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

小こ

林ば
や
し　

和か
ず

彦ひ
こ

（
高
洲
一
）

無
所
属
①

舘た
ち　

　

正ま
さ

義よ
し

（
青
木
二
）

無
所
属
⑥

　

現
場
の
声
を
し
っ
か
り
と
お
聞

き
し
、
立
党
精
神
で
あ
る
「
大
衆

と
と
も
に
…
」
を
原
点
と
し
て
誠

実
に
行
動
し
て
い
き
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
今
ま
で
以
上
に
「
安

全
・
安
心
で
住
み
や
す
い
」
と
感

じ
ら
れ
る
藤
枝
市
を
目
指
し
、
市

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
・
改
善
に
向
け
て
、
行
政
側
と

協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

大お
お

石い
し　

保や
す

幸ゆ
き

（
前
島
二
）

公
明
党
③

　

尊
い
税
金
の
使
い
方
は
、
政
策

と
裏
表
の
関
係
。
常
に
よ
り
よ
い

策
を
探
り
、
効
率
よ
く
お
金
を
使

い
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り
を
前
進
さ
せ
た
い
。
自
分

の
考
え
を
芯
に
し
っ
か
り
持
ち
、

日
常
生
活
の
中
で
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
市
民
が
持
っ
て
い
る
良

い
知
恵
・
考
え
を
共
に
生
か
せ
る

よ
う
に
、
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

志し

村む
ら　

富と
み

子こ

（
南
駿
河
台
三
）

無
所
属
②

　

今
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
市
の

取
り
組
み
に
対
し
て
、「
高
齢
者

の
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

や
「
医
療
の
体
制
」
が
最
重
要
課

題
と
考
え
、
更
な
る
充
実
を
求
め

て
お
り
ま
す
。
私
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
幸
せ
の
た
め
、
愛
す
る

藤
枝
の
た
め
、
情
熱
の
す
べ
て
を

傾
け
、
市
民
生
活
の
向
上
に
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
高
齢
化
へ
の
対
応
、
老
後
を

安
心
し
て
過
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、

介
護
施
設
入
所
待
機
者
の
減
少

一
、
い
じ
め
の
な
い
、
他
人
を
思

い
や
る
「
志
の
高
い
」
生
徒
を
育

て
る
「
藤
枝
の
子
ど
も
」
づ
く
り

一
、
地
域
分
権
で
誰
も
が
笑
っ
て

生
活
し
、
助
け
合
っ
て
い
け
る
地

域
づ
く
り
の
確
立

三
点
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
は
、
何
が
起
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
時
代
で
す
。
三
期
目
の
議

員
と
し
て
、
自
覚
と
責
任
あ
る
行

動
を
取
り
、
中
山
間
地
の
活
性
化
、

市
立
総
合
病
院
の
健
全
経
営
化
、

ゴ
ミ
処
理
場
の
早
期
建
設
な
ど
を

重
点
課
題
と
し
、
議
会
改
革
も
推

進
し
て
「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
」
を

み
ん
な
の
力
で
創
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
そ
こ

に
住
む
『
人
』。
市
民
一
人
ひ
と
り 

が
こ
の
ま
ち
を
好
き
に
な
っ
て
、
市

政
に
関
心
を
持
て
ば
、
必
ず
誇
れ

る
ま
ち
に
な
る
。」
初
心
を
忘
れ
ず
、 

藤
枝
市
の
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
提
案
し
て
い
く
と
と
も

に
、
多
く
の
人
た
ち
に
市
政
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

西に
し

原は
ら　

明あ
け

美み

（
岡
出
山
一
）

無
所
属
②

　
「
地
域
か
ら
元
気
に
」
の
公
約

実
現
の
た
め
、
地
域
間
競
争
の
中
、

第
５
次
総
合
計
画
の
実
行
と
と
も

に
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
中
、
行

財
政
改
革
、
地
域
の
基
盤
整
備
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
民

一
人
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
、

市
政
に
反
映
さ
せ
、
安
全
・
安
心

な
藤
枝
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

百も
も

瀬せ　
　

潔き
よ
し

（
大
手
一
）

無
所
属
③

水み
ず

野の　
　

明あ
き
ら

（
水
守
）

無
所
属
③

　
「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
」
の
実
現

に
は
、
藤
枝
の
魅
力
を
い
か
に
引

き
出
す
か
。
無
縁
社
会
が
進
ん
で

い
る
現
代
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
太
く
し
、
議
会
・
市

民
・
行
政
が
お
互
い
知
恵
を
出
し

合
い
協
力
し
、
働
く
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。
誠
意
を
尽
く
し
、

皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
議
会
活 

動
に「
一
所
懸
命
」取
り
組
み
ま
す
。

萩は
ぎ

原わ
ら　

麻あ
さ

夫お

（
岡
部
町
内
谷
）

無
所
属
②

薮や
ぶ

﨑さ
き　

幸ゆ
き

裕ひ
ろ

（
岡
部
町
桂
島
）

無
所
属
②

　

楽
し
く
人
生
が
す
ご
せ
る
藤
枝

を
目
標
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

毎
日
の
生
活
が
安
心
・
安
全
で
あ

る
よ
う
に
身
近
な
住
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
各
地
域
か
ら
の
要
望
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
検
討
し
、

一
つ
で
も
多
く
実
現
し
て
い
き
ま

す
。
地
産
地
消
を
進
め
る
中
で
産

業
振
興
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

槇ま
き

原は
ら　

正ま
さ

昭あ
き

（
上
青
島
）

無
所
属
①

　

市
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
予
算

の
有
効
利
用
の
た
め
、
市
民
の
立

場
で
監
視
し
ま
す
。
人
々
の
絆
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
今
、
弱
い
立

場
の
人
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

が
育
ま
れ
る
社
会
の
推
進
に
努
力

し
ま
す
。
地
域
主
権
で
住
民
が
将

来
の
生
活
環
境
を
描
く
「
一
人
一

提
案
型
政
策
」
を
遂
行
す
る
こ
と

が
活
性
化
に
繋
が
り
ま
す
。

向む
こ
う

島じ
ま　

春は
る

江え

（
本
郷
）

無
所
属
③

渡わ
た

辺な
べ　

恭た
か

男お

（
瀬
戸
ノ
谷
）

無
所
属
③

新
議
員

抱
負
を語

る

氏
名
（
敬
称
略
）、
住
所
、
所
属
、
当
選
回
数

大旅籠柏屋

〈
五
十
音
順
〉



6広報ふじえだFujieda H22.5.57

問児童課　内線664
　保育士などの資格を持つ人が、自宅や保育専用施設でお子
さんをお預かりします。現在、市内には、12人の保育ママが
います。
保育ママに預けたい…
対象／市内に住んでいて、保護者の事情で昼間保育を受け
られない３歳未満の子

保育時間／午前７時30分～午後６時30分の８時間以内
保育料／所得税の額により異なります

保育ママになりたい…
対象／次のすべてに該当する人
・20歳～ 64歳の人
・保育士・看護師・保健師・幼稚園教諭のいずれかの免
許を持っているか、親族でない３歳未満の子を５年以
上保育した経験のある人

・自宅に基準を満たす部屋または保育専用施設がある人
・同居する家族に６歳未満の子がいない人
・他に職業を持たない人

保育時間／午前７時30分～午後６時30分
受託料／１人につき月66,720円

問ファミリーサポートセンター（児童課内）
☎643･6611

　育児の援助ができる人（提供会員）と、育
児の援助を受けたい人（依頼会員）が、子育
てを助け合う制度です。仕事と子育ての両立
を応援します。会員登録が必要になります。
対象／０歳児～小学生
保育料／１時間600円～ 900円（食事代、お
やつ代は別途必要）

〈会員登録に必要なもの〉
提供会員
本人の写真（縦３cm×横2.4cm）２枚、
印かん、運転免許証や健康保険証など身
分を証明するもの

※講習会受講後に、正式な登録ができます。
講習会
とき／７月５日㈪～９日㈮

午前９時30分～ 11時30分
ところ／市役所、中央消防署
申し込み／直接または電話で児童課へ

依頼会員
保護者の写真（縦３cm×横2.4cm）２枚、
印かん、預けたい子どもの名前が記載さ
れた保険証のコピー、預けたい子のかか
りつけ医とその電話番号を記載したもの

※障害のある子については、児童課までお問
い合わせください。

　子育て中のお父さんやお母さんが安心して子育てができ
るよう、保護者同士や子ども同士の仲間づくりをお手伝い
しています。詳しくは、広報ふじえだ20日号掲載の「一緒
に子育て楽しもう」をご覧ください。

問児童課　内線617
　育児サポーター（保育士）が家庭を訪問し、相談に乗っ
たり、一緒に子育てのお手伝いをしたりします。利用する
には、申請が必要です。出産予定日の１カ月前から、申請
できます。
対象／生後180日までの子を持つ保護者で、同居する家族
から育児の支援を受けられない人
訪問時間／月曜～金曜日の午前９時～午後４時
利用時間／１回の出産につき、合計40時間まで
※詳しくは、お問い合わせください。

藤の里ファミリーサポートセンター

子育て支援センター

育児サポーター（無料）

保育ママ

問子ども家庭相談センター　☎643･7227
　子育て・子どもの発達相談のほか、虐待・配偶者暴力（DV）
などの相談も受け付けています。
　一人で悩みを抱えず、お気軽にご相談ください。

子どもの発達相談（平日　午前９時〜午後４時）

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち

　

親
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
ま
ち
と
な
る
よ

う「
藤
枝
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後

期
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

※
計
画
書
は
、
児
童
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

各
市
立
公
民
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を
助
成

　

市
で
は
、
中
学
生
ま
で
の
子
を
養
育
し
て

い
る
人
に
、
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
が
対
象
で
す
。

小
学
生
ま
で
の
子
に
は
「
こ
ど
も
医
療
費
受

給
者
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
保
険
証
と

一
緒
に
、
病
院
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
中
学
生
は
、
払
い
戻
し
（
還
付
）

申
請
に
よ
り
、
助
成
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
児
童
課
ま
で
。

６
月
か
ら
子
ど
も
手
当
の
支
給
開
始

　

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
生
ま
で
の
子
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
が

必
要
な
人
に
は
、
通
知
を
郵
送
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
広
報
ふ
じ
え
だ
４
月
５
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
給
開
始
時
期
／

請
求
の
あ
っ
た
月
（
出
生
月
）
の
翌
月
分

か
ら
支
給
し
ま
す
。
な
お
、
月
の
下
旬
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
な
ど
、
出
生
月

中
の
申
請
が
難
し
い
場
合
は
、
出
生
日
の

翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
申
請
す
れ
ば
、
出

生
月
の
翌
月
分
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
児
童
課
ま
で
。

くるるん（前島保育園内） ☎636･7780

さくらんぼ（城南保育園内） ☎641･2697

ふれあいルーム（たちばな保育園内） ☎644･2522

めだかっこ（藤枝保育園内） ☎270･7381

光の子広場（青木橋保育園内） ☎641･1262

エンジェルルーム（藤枝聖マリア保育園内） ☎638･2941

ひよこ（ひよこ保育園内） ☎637･0752

ひまわり（ふじの花保育園内） ☎636･7760

あさひな（岡部あさひな保育園内） ☎668･0200

おひさま（岡部みわ保育園内） ☎667･0901

ぽかぽかルーム（岡部聖母保育園内） ☎667･0232

にこにこ広場（青島北公民館内） ☎645･2525

こども広場（高洲公民館内） ☎635･1477

ちびっこルーム（福祉センターきすみれ内） ☎667･7051

子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、
育
児
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
子

育
て
中
の
み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
を
提
供
し
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
、
子
育
て
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。

あなたの子育て応援します
問児童課　☎643･3111　内線663
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消費
生活編

　
　
　

　

悪
徳
商
法
に
よ
る
お
年
寄
り
の

被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
私

は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

相
手
は
「
だ
ま
し
の
プ
ロ
」
で

す
。
巧
み
な
話
術
で
、
多
く
の
お

年
寄
り
が
感
じ
て
い
る
不
安
を
あ

お
り
ま
す
。
集
団
に
よ
る
チ
ー
ム

プ
レ
ー
で
だ
ま
す
ケ
ー
ス
も
み
ら

れ
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、
普
段
か
ら
の
心
の
準
備
が

大
切
で
す
。
悪
徳
商
法
の
手
口
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
庭
訪
問
販
売

　

家
に
突
然
訪
ね
て
き
て
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
契
約
を
強
引

に
勧
め
ま
す
。
自
宅
に
い
る
こ
と

が
多
い
お
年
寄
り
は
、
話
し
相
手

を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

対
応
策

「
家
族
と
相
談

し
て
か
ら
返

事
し
ま
す
」
と

断
り
、
そ
の
場

で
は
契
約
し
な
い
。

万
一
、
契
約
し
て
し
ま
っ
て

も
、
契
約
か
ら
８
日
間
以
内
で

あ
れ
ば
訪
問
販
売
契
約
は
解
除

（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
）で
き
ま
す
。

電
話
勧
誘
販
売

　

電
話
を
か
け
て
き
て
契
約
を
迫

り
ま
す
。
強
引
な
勧
誘
に
押
し
切

ら
れ
た
り
、
商
品
を
送
り
つ
け
ら

れ
た
り
し
て
、
契
約
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

対
応
策

「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、き
っ

ぱ
り
断
る
。

強
引
な
勧
誘
だ
と
感
じ
た
ら
、

電
話
を
切
る
。

催
眠
商
法

　

人
を
集
め
、
閉
め
き
っ
た
会
場

の
中
で
、
言
葉
巧
み
に
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
、
冷
静
な
判
断
が
で
き

な
い
状
況
に
し
、
最
終
的
に
高
額

な
商
品
を
売
り
つ
け
る
商
法
で
す
。

対
応
策

こ
れ
は
タ
ダ
、
あ
れ
は
安
い
と
、

場
が
盛
り
上
が
る
と
「
買
わ
な

い
と
損
」
と
い
う
気
に
な
っ
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
閉
め
切
っ

た
会
場
だ
と
雰
囲
気
に
流
さ
れ

て
し
ま
い

ま
す
。
そ

の
よ
う
な

会
場
に
は

近
寄
ら
な

い
の
が
一

番
で
す
。

　

お
年
寄
り
の
場
合
、
だ
ま
さ
れ

た
こ
と
に
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
や
、

だ
ま
さ
れ
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
く

て
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
、
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
や
、
お
年
寄
り
だ
け
の
家

庭
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
ぐ
る
み
の
見
守
り
が
大
切
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
あ
い
さ
つ
を
か
わ

し
、
近
所
な
ど
、
周
囲
の
人
た
ち

に
気
軽
に
相
談
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
地
域
で
協

力
し
合
い
、
お
年
寄
り
を
悪
徳
商

法
の
被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

悪
徳
商
法
が
あ
な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.65

問
市
民
協
働
課　

内
線
２
６
６

問文化財課　内線758

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
、
消
費

者
保
護
を
図
る
た
め
に
、
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
は
、
米
や
パ
ン
、

し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
価
格
調
査
を
行

い
、
研
修
会
な
ど
で
習
得
し
た
知

識
・
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に

伝
達
し
、
消
費
者
の
立
場
で
市
や

県
に
意
見
・
要
望
を
述
べ
ま
す
。

　

４
月
19
日
に
委
嘱
式
を
行
い
、

本
年
度
の
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
20
人

が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

消
費
者
講
演
会
を
開
催

▼
と
き
／
５
月
25
日
㈫
午
前
10 

時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
／
や
さ
し
い
相
続
の
話

▼
講
師
／
早
川
清
人
さ
ん
（
司
法

書
士
）

▼
定
員
／
60
人(

申
込
順)

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
へ

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
の

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
品
や
生

活
用
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
安
全
で
安

心
な
消
費
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

内
線
６
７
２

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

み
ん
な
で
築
こ
う
　
身
近
な
安
全
・
安
心

行政機関への苦情・要望は
行政相談員にご相談ください

問市民相談センター　内線672

　市役所などの行政機関に関する市民のみなさんの苦情・要望・問い合わせな
どを聞き、解決の促進を図るのが「行政相談」です。
　行政相談の窓口となる「行政相談員」は、民間の有識者（ボランティア）で、
市内には４人の行政相談員がいます。
　お気軽に、行政相談員にご相談ください。

写真右から
河原崎 將

すすむ

さん （善左衛門3‒13‒2　☎635･0379）
高橋美佐代さん （岡部町内谷30　☎667･0176）
向島すゞさん （岡出山1‒1‒19　☎641･6620）
浅羽信雄さん （郡1‒2‒14　☎641･3562）

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
会

　

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁

護
委
員
（
写
真
）
が
、
み
な
さ
ん

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
／
６
月
１
日
㈫
午
前
10 

時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
料
／
無
料　

※
申
込
不
要

写
真
後
列
右
か
ら

　

原
木
一
義
さ
ん（
五
十
海
四
）

　

池
谷
光
男
さ
ん（
築
地
一
）

　

鈴
木
峰
子
さ
ん（
郡
一
）

　

金
原
宏
治
さ
ん（
岡
部
町
三
輪
）

　

堀
田
千
代
子
さ
ん（
大
東
町
）

　

深
田
正
一
さ
ん（
新
南
新
屋
）

写
真
前
列
右
か
ら

　

青
野
雅
一
さ
ん（
青
南
町
四
）

　

杉
村
好
美
さ
ん（
鬼
島
）

　

堀　

雅
己
さ
ん（
堀
之
内
）

　

仁
藤
鈴
子
さ
ん（
上
薮
田
）

　

清
水
和
子
さ
ん（
岡
部
町
岡
部
）

　

諏
訪
す
ゑ
さ
ん（
岡
部
町
玉
取
）

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
和

歌
が
き
っ
か
け
で
、
そ
れ
ま
で

「
富ふ

士じ

恵え

多だ

」
と
表
記
し
て
い
た

も
の
が
「
藤
枝
」
に
改
め
ら
れ
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
瀬
戸
川
の
す
ぐ

北
側
を
流
れ
て
い
た
「
藤
枝
川
」

に
由
来
す
る
と
い
う
説
。
瀬
戸
川

の
伏
流
水
を
水
源
と
し
て
、
現
在

の
茶
町
・
音
羽
町
を
流
れ
、
瀬
戸

川
と
合
流
し
た
と
い
う
藤
枝
川
。

淵
が
枝
分
か
れ
し
た
そ
の
景
観
か

ら
「
淵
枝
川
」
が
「
藤
枝
川
」
に

転
じ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

藤
枝
市
と
藤
の
花

　

藤
枝
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え

る
藤
の
花
。
藤
の
花
が
満
開
を
迎

え
る
こ
の
季
節
に
は
、
蓮
華
寺
池

公
園
を
は
じ
め
、
市
内
各
所
が
藤

色
に
染
ま
り
ま
す
。
美
し
い
藤
の

花
房
と
、
甘
い
香
り
が
人
々
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
古
く
か
ら

紫
色
は
高
貴
な
色
と
し
て
知
ら
れ
、

万
葉
集
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
和

歌
集
に
藤
の
花
が
詠
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
絵
画
や

工
芸
品
の
題
材
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
藤
枝
市
の
市
章

に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
ご
存
知
で

す
か
。
こ
れ
は
、
藤
の
花
び
ら
を

か
た
ど
っ
た
も
の
で
す
。
６
枚
の

花
び
ら
は
、
昭
和
29
年
の
市
制
施

行
当
時
の
６
つ
の
合
併
町
村
（
藤

枝
町
・
青
島
町
・
葉
梨
村
・
高
洲

村
・
大
洲
村
・
稲
葉
村
）
を
表
し
、

中
心
の
円
は
「
和
」
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
藤
の
花
に
見
ら
れ
る
高

潔
な
気
品
を
藤
枝
市
の
姿
と
し
て
、

永
遠
に
汚
れ
の
な
い
清
潔
な
ま
ち

と
し
て
躍
進
す
る
こ
と
を
願
い
、

昭
和
29
年
９
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
花
を
「
藤
」
に
制

定
し
た
の
は
、
昭
和
48
年
11
月
20

日
。
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

で
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
市
の
花

「
藤
」
を
見
事
な
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
表
現
し
た
の
が
、
市
役
所
玄
関

ホ
ー
ル
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
。
タ

イ
ト
ル
は
「
歓
喜
」。
昭
和
62
年

制
作
の
こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に

は
、「
満
開
の
藤
の
花
が
歓
び
の

歌
を
唄
う　

花
か
ら
花
へ　

人
か

ら
人
へ　

波
紋
の
よ
う
に
広
が
る

　

歓
び
の
輪
」
と
い
う
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

えだっこじてん⑬

「
藤
枝
」
の
由
来

　

藤
枝
と
い
う
地
名
が
、
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
安
時

代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
藤
枝
と
い
う
地
名

の
由
来
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
説

が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
源
義
家
が
詠
ん
だ
和

歌
に
由
来
す
る
と
い
う
説
。
平
安

時
代
後
期
の
後ご

三さ
ん

年ね
ん

の
役え

き

（
１
０

８
３
〜
８
９
年
）
で
、
源
義
家
が
、

奥
州
征
伐
に
向
か
う
途
中
、
若
一

王
子
神
社
（
藤
枝
五
）
に
立
ち
寄

り
、「
松
に
花　

咲
く
藤
枝
の　

一
王
子　

宮
居
ゆ
た
か
に　

い
く

千
代
を
経
む
」
と
い
う
和
歌
を
奉

納
し
ま
し
た
。
常
緑
の
松
と
不
死

に
も
通
ず
る
藤
の
花
が
咲
き
誇
る

「
藤
枝
」。
こ
の
め
で
た
い
土
地
に

あ
る
若
一
王
子
神
社
は
永
遠
に
栄

え
る
に
違
い
な
い
と
、
神
を
喜
ば

せ
、
戦
の
勝
利
を
祈
願
し
た
も
の

▲市役所玄関ホールのステンドグラス
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焼
津
青
少
年
の
家

主
催
事
業
参
加
者

高
校
生
・
大
学
生
の

投
票
事
務
従
事
者

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

玉
露
の
里
お
茶
ま
つ
り

子
育
て
講
演
会

第
７
回
北
高
ス
ト
ア

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会

市
営
住
宅
入
居
者

リ
ト
ミ
ッ
ク
指
導
者
養
成
講
座

水
防
訓
練
を
実
施

水
路
や
小
川
に
注
意

浴
衣
着
付
け
教
室

藤
枝
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
を

メ
ー
ン
会
場
に
、
第
10
回
全
国
シ
ニ

ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
16
チ
ー

ム
が
、
頂
点
を
目
指
し
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
と
き
／
５
月
28
日
㈮
〜
30
日
㈰ 

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
総
合
運
動
公
園
、

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド　

ほ
か

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

内
線
７
７
４

▼
募
集
団
地
／
前
島
東
団
地（
１
戸
・

２
人
以
上
の
世
帯
）、
青
葉
町
団
地

（
１
戸
・
３
人
以
上
の
世
帯
）、
大

東
団
地
（
３
戸
）　

※
い
ず
れ
も
市

営
住
宅
の
入
居
資
格
を
有
す
る
世
帯 

▼
申
し
込
み
／
５
月
21
日
㈮
ま
で
に

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
、
建
築
住
宅
課
へ
。
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課　

内
線
２
１
５

▼
と
き
／
５
月
23
日
㈰
、
６
月
12
日

㈯
午
後
２
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／

市
民
会
館　

▼
内
容
／
園
児
を
対
象

と
し
た
リ
ト
ミ
ッ
ク
指
導
法
、
音
楽

指
導
法　

※
未
経
験
者
可　

▼
定 

員
／
20
人（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／ 

５
千
円　

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
、市 

民
会
館
へ　

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

梅
雨
期
を
前
に
、
水
害
に
備
え
、
水

防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
５
月
23
日
㈰
午
前
８
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
／
瀬
戸
川
ふ
れ
あ
い
大
橋
下
流

問
河
川
課　

内
線
２
３
２

市
内
の
農
業
用
水
路
は
、
田
植
え
の

時
期
を
迎
え
、
水
か
さ
が
増
し
、
流

れ
が
速
く
な
り
ま
す
。
５
月
上
旬
か

ら
は
大
井
川
用
水
も
満
水
に
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課　

内
線
４
５
６

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
し
て
い
る
、
概
ね
35
歳
未
満
の

男
女
ペ
ア　

▼
と
き
／
６
月
23
日

㈬
・
30
日
㈬
、
７
月
13
日
㈫
午
後
７

時
〜
９
時　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
／
10
組
20
人

（
抽
選
）　

▼
受
講
料
／
２
４
０
０
円

（
浴
衣
は
用
意
し
ま
す
）　

▼
申
し
込

み
／
５
月
21
日
㈮
〜
31
日
㈪
に
生
涯

学
習
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
を
添

え
て
、
直
接
、
生
涯
学
習
課
へ

※
応
募
者
が
少
な
い
場
合
は
、
開
講

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　

内
線
７
４
７

藤
枝
北
高
生
が
作
っ
た
野
菜
・
草
花
・

果
物
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

▼
と
き
／
５
月
20
日
㈭
午
後
１
時
45

分
〜
２
時
45
分　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝

北
高
校

問
藤
枝
北
高
校☎

６
４
１
・
２
４
０
０

ト
ラ
ン
ポ
ウ
オ
ー
ク
教
室

▼
と
こ
ろ
／
蓮
華
寺
池
ホ
ー
ル

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
こ
ろ
／
高
洲
中
学
校
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
と
こ
ろ
／
青
島
東
小
学
校
体
育
館

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
（
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
と 

き
／
６
月
１
日
〜
７
月
13
日
の
毎
週

火
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時
45
分 

▼
定
員
／
各
30
人　

▼
受
講
料
／

千
円
（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
） 

▼
持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服
装
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物　

▼
申
し
込
み
／
直
接
ま
た
は
電

話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

内
線
７
１
３

▼
と
き
／
５
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
（
23
日
は
午
後

３
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ
／
玉
露
の

里　

▼
内
容
／
玉
露
茶
葉
の
天
ぷ
ら

サ
ー
ビ
ス
、
玉
露
の
茶
摘
み
体
験
、

手
揉
み
茶
実
演
・
体
験
、
新
茶
つ
か

み
取
り
、
多
治
見
の
陶
器
市　

な
ど

問
玉
露
の
里

☎
６
６
８
・
０
０
１
９

▼
対
象
／
子
育
て
中
の
保
護
者
、
妊

婦
、
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
る
人 

▼
と
き
／
６
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

※
高
校
生
は
、
学
校
長
の
就
労
許
可

が
必
要
で
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

内
線
７
４
１

１
万
８
千
円　

▼
申
し
込
み
／

５
月
28
日
㈮
ま
で
に
郵
送
で

〒
425‒

0041
焼
津
市
石
津
２
２
５
９‒

４
０
８
県
立
焼
津
青
少
年
の
家
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

☎
６
２
４
・
４
６
７
５

セ
ン
タ
ー　

▼
テ
ー
マ
／
ど
の
子

も
「
い
き
い
き
脳
」
で
元
気
に
育
て 

▼
講
師
／
相
馬
範
子
さ
ん
（
横
浜
・

あ
そ
び
の
杜
保
育
園
長
）　

▼
定
員
／ 

３
０
０
人　

▼
参
加
料
／
無
料
（
託

児
は
１
人
３
０
０
円
）　

▼
申
し
込

み
／
５
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
で
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
ん
」
へ

☎
６
３
６
・
７
７
８
０

エ
ン
ジ
ョ
イ
家
族

カ
ヌ
ー
や
海
釣
り
を
家
族
で
楽
し

み
、
つ
な
が
り
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
６
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

（
１
泊
２
日
）　

▼
と
こ
ろ
／
県
立

焼
津
青
少
年
の
家　

▼
定
員
／
15

家
族（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
３
歳 

未
満
１
３
０
０
円
、３
歳
〜
小
学
校

入
学
前
３
１
０
０
円
、
小
学
生
以

上
４
５
０
０
円　

▼
申
し
込
み
／ 

５
月
18
日
㈫
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
県
立
焼
津
青
少
年
の
家
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
２
０
１
０
夏

カ
ヌ
ー
や
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
を

体
験
し
、
自
分
を
鍛
え
よ
う
。

▼
対
象
／
小
学
校
５
年
生
〜
中
学

校
１
年
生　

▼
と
き
／
７
月
19
日

㈷
…
プ
レ
ス
ク
ー
ル
、
８
月
７
日

㈯
〜
12
日
㈭
（
５
泊
６
日
）
…

メ
ー
ン
ス
ク
ー
ル　

▼
と
こ
ろ
／

県
立
焼
津
青
少
年
の
家　

▼
定 

員
／
80
人
（
抽
選
）
▼
参
加
料
／ 

７
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
参
議
院
議

員
選
挙
の
投
票
事
務
に
従
事
す
る
高

校
生
・
大
学
生
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
高
校

生
・
大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校

生　

▼
定
員
／
70
人
（
書
類
選
考
）

▼
業
務
内
容
／
投
票
所
に
お
け
る
受

付
事
務
な
ど　

▼
勤
務
地
／
市
内
の

投
票
所　

▼
時
給
／
千
円
（
予
定
）

▼
勤
務
時
間
／
①
午
前
６
時
30
分
〜

午
後
１
時
30
分
、
②
午
後
１
時
30 

分
〜
８
時
30
分
の
ど
ち
ら
か
（
１

時
間
の
休
憩
含
む
）　

▼
事
前
説
明 

会
／
６
月
26
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
、

市
役
所
大
会
議
室
（
従
事
者
は
、
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
）　

▼
申
し

込
み
／
６
月
10
日
㈭
ま
で
に
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
内
）・
各

市
立
公
民
館
に
備
え
付
け
の
応
募
用

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

公共下水道・農業集落排水が使えるよう
になった区域で、排水設備工事をする人
に、改造資金の融資をあっ旋します。利
子は市が金融機関に、直接、支払います。
対象工事／公共下水道処理区域内や農業
集落排水処理区域内で、既設の汲み取
り便所やし尿浄化槽を水洗便所に改造
する工事、排水設備を改造する工事

申し込み／指定工事店を通じ、下水道課へ
※本年度から農業集
落排水処理区域内
の人も対象となり
ました。

万葉集講座「東
あずま

歌
うた

を読む」（全８回）
とき／６月２日～平成23年１月の第１水曜日　午前９時30分～ 11時30分
ところ／志太郡衙資料館　　講師／大槻明三さん（市文化協会会長）
定員／ 60人（抽選）　　受講料／２千円（テキスト代別途必要）

俳句講座「時
と

季
き

を大切にした俳句づくりの基本を学ぶ」（全６回）
対象／初心者
とき／６月９日～８月の第２・第４水曜日　午後１時30分～３時
ところ／文学館　　講師／関森勝夫さん（俳誌「蜻

せい

蛉
れい

」主宰）
定員／ 30人（抽選）　　受講料／４千円（テキスト代別途必要）

小川国夫文学講座「小川文学を中心にその魅力を探る」（全９回）
とき／６月17日～平成23年３月の第３木曜日　午後７時～８時30分
ところ／文学館　　定員／ 40人（抽選）　　受講料／２千円

申し込み／５月23日㈰までに、往復ハガキに希望講座名、住所、氏名（フリガナ）、
電話番号を記入し、〒426‒0014市内若王子500郷土博物館・文学館へ

グラスハープ・ハーモニカ演奏会
　ワイングラスが楽器に変身し、
不思議な音色を奏でます。演奏体
験もできます。
とき／５月23日㈰

午後１時30分～３時
ところ／文学館
入場料／無料
定員／ 60人（先着順）
※申込不要
※直接、会場へお越しください。

知的障害者や重度の身体障害者が、タクシーを使用する場合に、料金の
一部を助成します。申請は社会福祉課と岡部支所で受け付けます。
社会参加・日常生活圏拡大のためのタクシー利用
対象／ 18歳以上の身体障害者手帳所持者で、視覚機能・下肢機能・
体幹機能・移動機能障害の１級または２級の人
用途／社会参加などを目的とする外出時のタクシー利用
助成額／１回につき２分の１の額で千円以内。年間12回まで
交付開始日／６月１日㈫　　持ち物／身体障害者手帳、印かん
通院のためのタクシー利用
対象／療育手帳または身体障害者手帳所持者で１級の人または視覚機
能・下肢機能・体幹機能・移動機能障害の２級の人
用途／自宅と医療機関の往路または復路でのタクシー利用
助成額／１回につき２分の１の額で千円以内。年間48回まで
※６月１日から、人工透析患者などを除き、使用回数を制限します。
持ち物／療育手帳または身体障害者手帳、印かん
※詳しくは、お問い合わせください。

排水設備工事をする際は
利子補給をご利用ください

問下水道課　☎644･1181

郷土博物館・文学館の催し
問郷土博物館・文学館　☎645･1100

重度障害者にタクシー代の一部を助成
問社会福祉課　内線656

情
報

フ
ァ
イ
ル

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5
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自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈪

ま
ち
づ
く
り
総
合
事
業
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
後
評
価
結
果
の
公
表

野
鳥
の
ヒ
ナ
は
拾
わ
な
い
で

非
核
平
和
推
進
事
業
費
補
助
金

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
奨
励
金

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
自

動
車
（
軽
自
動
車
を
除
く
）
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
す
る
県
税
で
す
。

納
期
限
は
５
月
31
日
㈪
で
す
。
な
お
、

自
動
車
税
納
税
通
知
書
が
５
月
20
日

㈭
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
５
月
31
日
㈪
ま
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

問
県
藤
枝
財
務
事
務
所

☎
６
４
４
・
９
１
２
２

市
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
事
業
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
補
助
制

度
の
申
請
を
し
た
団
体
が
、
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

市
民
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
５
月
29
日
㈯
午
前
８
時
30

分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
大

会
議
室

問
市
民
協
働
課　

内
線
２
６
６

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
・

全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
に
奨
励

金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
国
際
大
会
・
全
国
大
会
に

地
区
予
選
を
経
て
出
場
す
る
人
ま
た

は
各
競
技
団
体
（
県
協
会
な
ど
）
の

推
薦
に
よ
り
出
場
す
る
人　

▼
奨
励

金
額
／
①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
が

個
人
・
団
体
種
目
に
出
場
す
る
場	

合
…
国
際
大
会
５
万
円
、
全
国
大
会

５
千
円　

②
市
内
の
学
校
な
ど
に
所

属
す
る
団
体
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
藤
枝
市

体
育
協
会
に
加
盟
す
る
団
体
が
、
団

体
種
目
に
出
場
す
る
場
合
…
国
際
大

会
１
人
５
万
円
、
全
国
大
会
１
人
５

千
円
（
１
チ
ー
ム
上
限
５
万
円
）

※
申
請
書
を
大
会
開
催
前
か
ら
、
終

了
後
１
カ
月
以
内
に
、
直
接
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

内
線
７
１
３

こ
れ
か
ら
７
月
ま
で
は
、
野
鳥
の
繁

殖
期
で
す
。
地
面
に
落
ち
て
い
る
ヒ

ナ
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

親
鳥
は
必
ず
ヒ
ナ
の
と
こ
ろ
へ
戻
っ

て
世
話
を
し
ま
す
。
持
ち
帰
ら
ず

に
そ
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。
路

上
に
い
る
ヒ
ナ
を
見
か
け
た
場
合
は
、

枝
先
な
ど
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課　

内
線
４
５
６

非
核
平
和
推
進
事
業
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
か
、

主
た
る
事
務
所
が
市
内
に
あ
る
団
体

▼
申
し
込
み
／
５
月
28
日
㈮
ま
で
に

直
接
、
総
務
課
へ

問
総
務
課　

内
線
３
２
２

▼
と
き
／
５
月
19
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

▼
内
容
／
く
す
り
と
仲
良
く
お
付
き

合
い
す
る
た
め
に
〜
賢
い
薬
剤
師
の

利
用
法
〜　

▼
講
師
／
三
和
淳
悟
・

薬
品
情
報
担
当
係
長　

▼
受
講
料
／

無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
５
カ
年

計
画
で「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

と
し
て
、
都
市
基
盤
整
備
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
で
事
業

が
終
了
し
、
事
後
評
価
を
実
施
し
、

結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
市	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
道
路
課　

内
線
２
７
４

不法投棄監視パトロール出発式
　５月30日㈰～６月５日㈯は、全国ごみ不法投棄監
視ウイークです。不法投棄根絶のため、市内でもパ
トロールを行います。
とき／５月28日㈮午前８時10分～
ところ／市役所玄関前
５月30日㈰は統一美化キャンペーンの日
　地域の環境美化を推進するため、統一美化キャン
ペーンに、ご参加ください。
実施方法／町内会・子供会などが決めた方法に従い、
ごみ拾い。仕分け後、午前10時までに決められた
場所にお持ちください
ごみの仕分け方
①燃やすごみ　②無色ビン　③色ビン
④缶（鉄・アルミなどの金属類）
※ポリ袋に入れ、燃やすごみは口を閉めてください。

きれいなまちづくりにご協力ください
問生活環境課　内線417

▼
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
子
育
て
家
庭
へ
の
経

済
的
な
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
よ

う
と
い
う
新
し
い
制
度
で
す
。
子
育

て
に
関
す
る
制
度
は
、
時
代
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
さ

ら
に
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
い
き
い

き
と
主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
な

施
策
・
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
、
自
分
の
子
ど
も
時
代
を
思
い
出

し
、「
わ
た
し
も
藤
枝
市
で
子
育
て

を
し
た
い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
ま
ち
に
し
た
い
と
日
々
思
い
、
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

児
童
課　

広
報
委
員

▼
島
田
市
か
ら
人
事
交
流
で
、
藤
枝

市
の
広
報
課
に
来
て
、
は
や
１
カ
月
。

い
つ
の
間
に
か
藤
の
花
が
見
ご
ろ
を

迎
え
、
そ
の
姿
は
華
麗
に
ま
ち
を
彩

り
、
そ
の
香
り
は
甘
く
人
々
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

市
外
か
ら
通
勤
す
る
自
分
に
と
っ

て
、
藤
の
花
は
、
ま
さ
に
藤
枝
に
い

る
と
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
だ
と

再
認
識
し
ま
し
た
。

　
「
広
報
ふ
じ
え
だ
」
も
、
そ
ん
な

存
在
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
手

に
取
れ
ば
、読
者
の
み
な
さ
ん
が「
ふ

る
さ
と
藤
枝
」
に
思
い
を
巡
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
密
着
型

の
広
報
紙
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

○克

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

編

集
後
記

情
報

フ
ァ
イ
ル

双葉会　山野草展

写楽（藤美園写真部）　春展

防犯講演会

ナイターテニス教室

藤枝ミニバスケットボールクラブ

慶弔の表書き

つるしびな教室

明治製菓ファミリー工場見学会

柔道　蓮
れ ん

柔
じゅう

館
か ん

文芸ふじえだ発行

藤枝市身体障害者福祉協会

春の山野草盆栽展示会

野村生涯教育読書会

心のバリアフリー　講演会

初級登山教室

タイ料理教室

ボーイスカウトジャンボリー 一般参加

ガールスカウト　78団

催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集

▼とき／５月15日㈯・16日㈰午前９
時～午後５時（16日は午後４時まで）

▼ところ／文化センター　※入場無料
問山内宅	 ☎635･8968

▼ とき／５月20日㈭～ 24日㈪午前
９時～午後５時（20日は午後１時から、	
24日は正午まで）　 ▼ところ／生涯学	
習センター・展示ロビー　※入場無料
問藤美園	 ☎643･9655

▼ とき／５月22日㈯午後１時から	

▼ところ／青島北公民館　※入場無料
問NPO法人静岡県防犯アドバイザー協	
会藤枝支部（野村宅）	☎643･7326

▼ 対象／ 18歳以上の初心者　 ▼ と 
き／５月27日から毎週木曜日午後７
時30分～９時　 ▼ ところ／アイテニ
スクラブ藤枝（時ヶ谷）　 ▼ 会費／８
千円（全10回）　 ▼ 申し込み／５月
22日㈯までに、会費を添えて、直接、
市テニス協会事務局（市内本町2–8	
–4）へ	 ☎643･8369

▼ 対象／小学校２年～６年生　 ▼ と 
き／毎週土曜日午後１時30分～４時
30分　 ▼ ところ／藤枝中央小学校	

▼ 会費／月1,500円　 ▼ 申し込み／
電話またはファクスで阿部宅へ
	 ☎ 646･5668

▼ とき／５月22日㈯午後２時～４時

▼ところ／文化センター 　 ▼会費／千
円（教材費別途）　 ▼申し込み／直接、
会場へ
問現代かな書道協会（出

いで

宛）
	 ☎090･1475･6996

▼ とき／６月～平成23年３月の第４
水曜日午前９時～正午　 ▼ところ／瀬
戸谷温泉ゆらく　 ▼受講料／１万５千
円（入館料・材料費込み）　 ▼ 申し込
み／６月13日㈰までに、直接または
電話・ファクスで瀬戸谷温泉ゆらく
へ	 ☎639・1126　 639･1111

▼６月７日㈪～11日㈮①午前９時～、
②午前11時～、③午後２時～（15回）	

▼ ところ／明治製菓㈱東海工場　 ▼ 定
員／各回70人（申込順）　 ▼参加料／無
料　 ▼申し込み／５月21日㈮（必着）ま
でに、ハガキに住所・氏名・電話番号・
希望日時・参加人数（大人・子ども）を
記入し、〒426–0033市内小石川町
4–22–1明治製菓へ	 ☎641･0900

▼対象／幼児～中学生　 ▼とき・とこ
ろ／毎週火曜・木曜日…藤枝警察署、

毎週金曜日…藤枝西高校　 ▼会費／月
千円　 ▼申し込み／直接、会場へ
問海野宛	 ☎090･8474･3271

▼ 料金／１冊500円　 ▼ 申し込み／
市文化協会（松本宅）へ
	 ☎635･9669

藤枝市身体障害者福祉協会では、グラ
ウンド・ゴルフ大会やフライングディ
スク大会、文化作品展、囲碁・将棋・
オセロ大会など、障害のある人との交
流を深める行事を行っています。
問磯部宅	 ☎635･0480

▼とき／５月22日㈯・23日㈰午前９
時～午後５時（23日は午後３時まで）

▼ところ／大洲公民館　※入場無料
問山野草盆栽愛好会（杉山宅）
	 ☎637･2511

▼とき／５月26日㈬、６月25日㈮、７
月28日㈬午前10時～午後３時　 ▼ と 
ころ／文化センター　 ▼内容／テキス
ト年刊誌「生涯教育Ⅷ」を使った読書
会　 ▼参加料／１回500円
※幼児は幼児教育部があります。
問㈶野村生涯教育センター静岡支部
	 ☎257･9111

▼ とき／６月３日㈭・10日㈭・17日
㈭・24日㈭午後７時～９時　※６月
20日㈰に実習登山を実施する予定です。

▼ ところ／生涯学習センター　 ▼ 参 
加料／２千円（実習費別途）　 ▼ 申し
込み／５月15日㈯～31日㈪に、ファ
クスに住所・氏名・年齢を記入し、山

やま

登
とん

歩
ぼ

勤労者山の会（望月宅）へ
	 ☎ 643･8664

▼ とき／６月６日㈰午前10時～午後
２時　 ▼ところ／青島北公民館　 ▼参
加料／千円　 ▼ 申し込み／５月13日	
㈭～ 28日㈮に、電話またはファクス
でＪ.Ｆ.Ｖ.Ｃ（小山宅）へ
	 ☎ 641･5354

▼対象／小学校５年生以上　 ▼とき／
８月４日㈬～６日㈮　 ▼ところ／朝霧
高原　 ▼内容／２泊３日の自炊・キャ
ンプ　 ▼参加料／１万８千円　 ▼申し
込み／６月６日㈰午後７時から生涯学
習センターで行う説明会へ
問曽根宅	 ☎644･5698

▼ 対象／小学校１年～６年生の女子	

▼ とき／第２・第４土曜日午後１時
30分～４時　 ▼ ところ／高洲公民館
など　 ▼申し込み／電話またはファク
スで作原宅へ	 ☎ 635･4519

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

高田ほほえみふれあいサロン
作品展示会

▼とき／５月８日㈯～10日㈪午前10
時～午後５時（10日は午後３時まで）

▼ところ／高田町内会館　 ▼内容／絵
画・写真・ぬり絵の展示　※入場無料
問平野宅	 ☎638･1313

▼とき／５月28日㈮午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分（２部制）

▼ ところ／生涯学習センター　 ▼ 内 
容／発達障害（自閉症）の人の外出、
理解と共生を考える講演会、事例発表

▼講師／佐々木正美さん（川崎医療福

祉大学特任教授）　※入場無料
問太陽ホスピタリティー（山内宅）

☎631･9901

お知らせお知らせお知らせ

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5



　富士山静岡空港が開港して、もうすぐ１年。市民のみな
さんの交流範囲が、ぐっと広がり、旅の可能性が広がりま
した。特に、藤枝市の友好都市、韓国・楊

ヤ ン

州
ジ ュ

市と石川県・
白山市は、富士山静岡空港からの定期便が隣接する都市

（仁
イ ン

川
チョン

国際空港、小松空港）へ就航しているため、今まで
以上に友好の輪が広がることが期待されます。

＜富士山静岡空港からの定期便就航先＞
国内：札幌、小松、福岡、熊本、鹿児島、沖縄
国外：韓国ソウル（仁川）、中国上海（浦

プ ー ド ン

東）

　昨年８月に友好都市の提携をした楊州市は、ソウル

市の北側に隣接する、人口18万７千人の中核都市です。

市内には、ドラマのロケ地や韓国最大規模の「ソンア

ム天文台」、紺
カム

岳
アク

山
サン

などの魅力的な観光地が点在するほ

か、伝統文化の「仮面劇」から現代芸術まで、さまざ

まな文化活動が盛んです。特に、今年９月30日～ 10月

　白山市までは、フジドリームエアラインズ（FDA）

の就航先である小松空港から車で約40分。同市との

交流は、松
まっ

任
とう

市時代の昭和58年から始まり、スポー

ツや文化などさまざまな面で相互に交流を深めてきま

した。日本三名山の一つである名峰「白山」から、多

くの名瀑があり、日本海まで続く白山市は、自然の恵

　富士山静岡空港を利用して、白山市・楊州市を訪問

し、交流を行う市内の団体に対し、宿泊費・航空運賃

の一部（片道程度）を助成。

①白山市内へ宿泊しての交流：人数×１万５千円助成

②楊州市を訪問しての交流：人数×２万円助成

※ただし、１団体20万円が上限です。

　身近になった友好都市との交流の輪を、さらに広げ、
深めてもらおうと、「富士山静岡空港利用都市交流事
業費補助金制度」を創設しました。

問企画政策課　内線313

【楊州市市民訪問団募集】

　友好都市の韓国・楊州市へ訪問する、市民訪問団へ

の参加者を募集します。富士山静岡空港を利用して韓

国・楊州市を訪問し、市民交流や韓国の文化に触れて

みませんか。

とき／７月28日㈬～31日㈯（３泊４日）

内容／楊州市交流会、視察、観光など

定員／ 40人（定員になり次第締め切り）

参加料／５万６千円

申し込み／５月17日㈪～ 31日㈪に、電話で市国際友

好協会事務局へ　☎270･3232

楊州市在住・渡辺敦子さん（藤枝市出身）

　「私は、楊州市に暮らして22年になります。楊州市は、
首都ソウル市の近郊にあり、仁川国際空港から高速道路
を利用すればわずか１時間ほど。自然に恵まれていると
共に、これからの発展が期待される都市の一つです。14

世紀末ごろからすでに『楊州』の地名が使われており、朝鮮王朝ゆかりの遺
跡や民族芸術などの文化が、今も人々に継承されています。日本でも人気を
博した韓国ドラマ『宮廷女官チャングムの誓い』のロケ地やアートパーク、
美しい山々など、日本をはじめ海外からも多くの観光客が訪れています。ぜ
ひ、楊州に来てリフレッシュしてください。お待ちしています。」

３日には、世界の民族劇が集ま

る一大イベント「第２回世界民

族劇祭り」が行われ、15万人以

上の観客が見込まれています。

　伝統と文化を継承しながら、

首都近郊都市として栄える楊州

市は、2020年には40万都市を目

指す、近年その発展が注目され

ているまちです。

みがあふれているまちです。加

賀百万石の城下町だった金沢市

に隣接し、日本の伝統文化が息

づくまちでもあります。観光ボ

ランティアによる地元独自の観

光案内も行われています。また、

地元企業による、産業観光モデ

ルコースもあり、一味変わった

体験観光も味わえます。

新千歳

ソウル

上海

福岡

小松

那覇

静岡熊本
鹿児島

韓国・楊州市 石川県・白山市 楊州市、白山市などとの交流に補助

行く 藤枝市から訪問する場合

招く

　市内で就航先（札幌、小松、福岡、熊本、鹿児島、

沖縄、韓国・ソウル、中国・上海）の地域団体との交

流を行う団体に対して、交流経費の３分の１（限度額

10万円）を助成。

■条件

　富士山静岡空港を利用（片道可）し、市内に宿泊

■対象経費

　旅費、交流にかかる経費など（宿泊費を除く）

　詳しくは、企画政策課にお問い合わせいただくか、

市ホームページをご覧ください。

藤枝市へ招く場合富士山静岡空港から
友好都市に出掛けませんか

空路、ソウルまで２時間、小松まで１時間
より近く、より身近に

藤枝から友好都市へ

※富士山静岡空港促進協議会による補助制度も、併用

可能です。

　問㈳静岡県商工会議所連合会　☎252･8161
　　 http://www.fs-airport.com/

富士山静岡空港利用都市交流事業補助金 検 索

食の交流も見逃せません

白山市・白峰の堅豆腐 韓国・骨付きカルビ

白山市・白山麓のそば 韓国・石焼きビビンバ

紅葉の紺岳山

仮面劇 姥ヶ滝

宮廷女官チャングムの誓いテーマパーク 紅葉のスーパー林道 雪を抱いた白山

 藤枝市のトップページから…
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